
源
流
、
34
流
派
が
姫
路
に
集
う

第
36
回　

日
本
古
武
道
演
武
大
会

（
２
月
10
日
・
兵
庫
県
立
武
道
館 

グ
ロ
ー
リ
ー
道
場
）

写
真
は
姫
路
市
に
伝
わ
る
貫
心
流
剣
術
の
演
武
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古
武
道
34
流
派
が
姫
路
に
会
し
、

秘
奥
の
心
技
を
披
露

第
36
回 

日
本
古
武
道
演
武
大
会

開
会
式

▶
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
構
内
に
掲
出
さ
れ
て
い
た
本
大

会
の
看
板
。
姫
路
市
を
挙
げ
て
の
歓
迎
ム
ー
ド

と
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る

兵庫県立武道館
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松永光会長臼井日出男理事長  吉本知之兵庫県副知事 

　

第
36
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・
日
本
古
武
道
協
会
、
共

催
＝
兵
庫
県
・
兵
庫
県
教
育
委
員
会
・
兵
庫
県
体
育
協
会
）
は
２
月
10
日
、
兵
庫
県

姫
路
市
の
兵
庫
県
立
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
大
会
は
、
同
館
の
開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
招
致
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
17
年

の
第
28
回
大
会
以
来
、
８
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
。

　

当
日
は
、
全
国
各
地
に
伝
わ
る
古
武
道
30
流
派
と
地
元
に
伝
わ
る
４
流
派
か
ら
、

200
余
名
の
演
武
者
が
出
場
し
て
秘ひ

奥お
う

の
技
の
数
々
を
披
露
、
延
べ
３
０
０
０
人
に
至

る
来
場
者
を
魅
了
し
た
。

派
か
ら
お
集
り
い
た
だ
き
、
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
た

く
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
大
会
の
運
営
に
ご

尽
力
さ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
精
神
で
最
も
大
切
な
も
の

は
武
道
精
神
で
あ
り
、
そ
の
武
道
の
源
流

を
な
す
も
の
が
古
武
道
で
あ
り
ま
す
。
本

日
ご
出
場
さ
れ
る
皆
様
方
に
は
、
日
頃
の

稽
古
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
立
派

な
演
武
で
古
武
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く

の
人
に
示
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も

古
武
道
を
と
お
し
て
、
日
本
人
の
心
を
奮

い
立
た
せ
、
国
や
地
域
の
発
展
の
た
め
に

頑
張
る
精
神
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
広
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

　

最
後
に
、
日
夜
古
武
道
の
更
な
る
隆
盛

に
ご
努
力
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
に
感
謝
を

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
」

　

続
い
て
、
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理

事
長
・
日
本
古
武
道
協
会
理
事
長
が
、「
こ

こ
姫
路
は
世
界
遺
産
で
も
あ
る
国
宝
・
姫

路
城
を
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
古
武
道
大
会

を
開
催
す
る
に
相ふ
さ
わ応
し
い
場
所
で
あ
り
ま

す
。
本
大
会
は
昭
和
53
年
に
古
武
道
の
保

存
・
継
承
を
目
的
と
し
て
始
ま
り
、
今
日

平成 24 年度　日本古武道協会　古武道功労者（中央は松永光会長）
高橋厚吉諸賞流和第六十八代宗家（左）、米原亀生関口流抜刀術第十五代宗家（右）

　

大
会
は
、
定
刻
の
10
時
に
開
会
し
た
。

は
じ
め
に
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
理
事
・

事
務
局
長
が
開
会
を
宣
し
、
国
歌
斉
唱
を

経
て
、
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長
・
日
本

古
武
道
協
会
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
。

「
本
日
こ
こ
姫
路
市
に
お
い
て
、
第
36
回

日
本
古
武
道
演
武
大
会
が
全
国
各
地
の
流

当日は、延べ 3000 人が来場 、古武道の妙技を熱心に観戦した
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震
災
か
ら
の
創
造
的
な
復
興
を
旨
と
し
、

元
気
な
人
、
活
力
あ
る
人
の
育
成
を
目
的

に
２
０
０
２
年
に
開
館
い
た
し
ま
し
た
。

以
来
、
武
道
の
振
興
・
発
展
を
願
い
、
県

民
の
稽
古
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
部
内
外

の
交
流
、
国
際
親
善
な
ど
に
活
用
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
開
館
10
周
年
を
記
念
す
る

節
目
の
年
に
、
全
国
の
古
武
道
を
代
表
す

る
方
々
が
一
堂
に
会
し
て
い
た
だ
き
、
古

武
道
の
醍
醐
味
を
ご
披
露
い
た
だ
け
る
こ

と
は
、
大
変
有
意
義
で
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
出
場
の
皆

様
方
に
は
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
存
分
に

ご
披
露
い
た
だ
い
て
、
武
道
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
ご
期

待
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
」
と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
た
。

小笠原流弓馬術

ま
で
続
い
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
会
長
か

ら
も
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
古
武
道

は
現
代
武
道
の
源
流
で
あ
り
、
そ
の
鍛
錬

の
中
か
ら
、
よ
り
良
い
人
格
形
成
を
し
て

い
く
『
道
』
と
い
う
も
の
を
突
き
詰
め
て

精
進
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
姿

が
我
々
日
本
人
ば
か
り
で
な
く
、
海
外
の

皆
様
方
に
も
多
く
の
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
本
日
ご
来
場
の
皆
様
方
に
は
、
出
場

す
る
34
流
派
の
奥
義
を
し
っ
か
り
と
ご
覧

い
た
だ
き
、
十
分
ご
堪
能
い
た
だ
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
地
元
を
代
表
し
て
吉
本
知
之
兵

庫
県
副
知
事
が
、「
全
国
各
地
か
ら
こ
こ

兵
庫
県
姫
路
市
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
県
立
武
道
館
は
、
阪
神
・
淡
路
大

　

こ
の
後
、
祝
電
披
露
が
な
さ
れ
、
開
会

式
は
終
了
、
引
き
続
き
古
武
道
功
労
者
表

彰
へ
と
移
っ
た
。

　

日
本
古
武
道
協
会
に
よ
る
平
成
24
年
度

古
武
道
功
労
者
に
は
、
関
口
流
抜い

刀あ

術い

第

十
五
代
宗
家
・
米
原
亀
生
氏
と
、
諸
賞
流

和や
わ
ら

第
六
十
八
代
宗
家
・
高
橋
厚あ
つ

吉よ
し

氏
が

選
ば
れ
た
。
表
彰
式
で
は
松
永
会
長
か
ら

賞
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル
（
功
労
章
）
が
両

氏
に
手
渡
さ
れ
、
永
年
の
古
武
道
保
存
・

振
興
に
対
す
る
功
績
が
称
え
ら
れ
た
。

　

※　

172
〜
173
頁
の
「
日
本
古
武
道
協
会
の

ひ
ろ
ば
」
に
、
両
氏
に
よ
る
「
古
武
道
功

労
章
受
章
に
寄
せ
て
」
の
記
事
を
掲
載
。

◇

　

演
武
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
小
笠
原
流
弓
馬
術
に
よ

る
「
百も

も々

手て

式し
き

」
を
演
武
始
め
と
し
て
、

全
国
各
地
に
伝
わ
る
18
の
流
派
が
演
武
を

披
露
し
た
。
休
憩
を
挟
み
、第
二
部
で
は
、

全
国
各
地
に
伝
わ
る
11
流
派
と
、
地
元
兵

庫
県
に
伝
わ
る
心
月
無
想
柳
流
柔
術
（
尼

崎
市
）、
貫
心
流
剣
術
（
姫
路
市
）、
本
體

楊
心
流
柔
術
（
西
宮
市
）、
伯
耆
流
居
合

術
（
尼
崎
市
）
の
４
流
派
が
相
次
い
で
演

武
を
披
露
し
た
。

　

観
客
席
に
は
、
普
段
、
な
か
な
か
目
に

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
古
武
道
の
各
流
派

が
一
堂
に
会
す
る
機
会
と
あ
っ
て
、
興
味

深
く
見
入
る
観
客
の
様
子
が
う
か
が
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
演
武
が
終
了
す
る
た
び
に
、

そ
の
妙
技
に
魅
了
さ
れ
た
観
客
か
ら
、
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

最
後
に
演
武
納
め
と
し
て
陽
流
砲
術
が

登
場
す
る
と
、
会
場
中
か
ら
固か
た

唾ず

を
飲
ん

で
見
守
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。
そ
し
て

最
初
の
１
発
が
放
た
れ
る
と
、
そ
の
轟
音

と
爆
風
に
観
客
は
驚
き
、圧
倒
さ
れ
た
が
、

次
第
に
賞
讃
の
拍
手
へ
と
変
わ
っ
た
。

　

砲
術
は
計
４
発
放
た
れ
て
全
て
の
演
武

が
終
了
、
会
場
が
興
奮
で
沸
き
立
つ
中
、

山
田
重
夫
日
本
古
武
道
協
会
理
事
・
事
務

局
長
が
閉
会
を
宣
し
た
。
５
時
間
に
わ
た

る
大
会
は
、
盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。　

初實剣理方一流甲冑抜刀術

◎
演
武
始
め
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鞍
馬
流
剣
術
が
立
居
合
を
初
披
露
。

　

柴
田
章
雄
宗
家
と
演
武
を
さ
れ
た
東
山

氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

▼
柴
田
章
雄
第
十
八
代
宗
家

「
公
お
お
や
けの

場
で
当
流
の
居
合
を
披
露
し
た

の
は
初
め
て
で
す
。
９
年
ほ
ど
前
、
伝
書

が
見
つ
か
り
、
い
つ
も
稽
古
し
て
い
た
居

合
と
名
称
な
ど
の
照
合
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
を
期
に
披
露
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
居
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ら

れ
て
、
清す
が

々す
が

し
い
気
持
ち
で
す
」

▼
東
山　

誠
氏

「
昨
年
５
月
に
、
宗
家
か
ら
今
大
会
で

居
合
の
演
武
を
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し

た
。
普
段
、
剣
道
も
し
て
い
て
現
在
七
段

で
す
が
、
今
日
は
八
段
審
査
の
時
よ
り
も

緊
張
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

兵法二天一流剣術

琉球古武術 肥後古流長刀

竹生島流棒術澁川一流柔術
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根岸流手裏剣術

立身流兵法

竹内流柔術腰廻小具足

佐分利流槍術

関口流抜刀術

田宮流居合術

関口新心流柔術

大東流合気柔術

楊心流薙刀術 鹿島神傳直心影流剣術

心
形
刀
流
剣
術
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諸
賞
流
和

北辰一刀流剣術

起倒流柔術

琉球王家秘伝本部御殿手

柳生新陰流兵法剣術

無比無敵流杖術

直心影流薙刀術無雙直傳英信流居合術

風傳流槍術

水鷗流居合剣法・正木流鎖鎌術

珠玉の演武の数々
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◇
前
日
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
、
大
会
の
成
功
を
祈
念
す
る

　

大
会
前
日
、
姫
路
市
内
の
ホ
テ
ル
日
航

姫
路
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
松
永

光
日
本
武
道
館
・
日
本
古
武
道
協
会
会
長
、

臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
・
日
本
古
武
道

協
会
理
事
長
、
石
見
利
勝
姫
路
市
長
、
大

西
孝
兵
庫
県
教
育
長
ら
、大
会
役
員
の
他
、

演
武
者
や
地
元
関
係
者
が
出
席
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
大
会
役
員
の
挨

拶
に
続
い
て
、
樽
酒
を
割
る
鏡
開
き
を
行

い
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
理
事
・
事
務

局
長
の
発
声
で
乾
杯
、歓
談
へ
と
移
っ
た
。

途
中
、生
田
流
箏
曲
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
、

華
を
添
え
た
。

　

壇
上
で
は
順
次
、
兵
庫
県
武
道
協
議
会

を
は
じ
め
、
地
元
関
係
者
か
ら
歓
迎
の
言

葉
や
大
会
へ
の
想
い
が
述
べ
ら
れ
、
出
場

す
る
各
流
派
も
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語

る
な
ど
の
挨
拶
を
行
い
、
終
始
歓
迎
ム
ー

ド
の
中
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
を
深

め
合
っ
た
。

　

最
後
は
、
山
田
重
夫
日
本
古
武
道
協
会

理
事
・
事
務
局
長
の
発
声
で
翌
日
の
大
会

の
成
功
を
祈
念
し
て
全
員
で
万
歳
三
唱
が

行
わ
れ
、
お
開
き
と
な
っ
た
。

兵
庫
に
伝
わ
る
古
武
道
＝
①
心
月
無
想
柳
流
柔
術
、
②
貫
心
流
剣
術
、
③
本
體
楊
心
流
柔
術
、
④
伯
耆
流
居
合
術

陽
流
砲
術

◎
演
武
納
め

①②

③

④
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井
上
彰
二
、
岡
島
順

箘
心
形
刀
流
剣
術
（
三
重
）

小
林
強
、
加
藤
尚
大
、
原
謙
一
、
振
角
卓
哉
、

佐
脇
慎
也
、
中
西
卓
男

箟
水
鷗
流
居
合
剣
法
・
正
木
流
鎖
鎌
術
（
静
岡
）

勝
瀬
善
光
、
勝
瀬
文
孝
、
深
澤
博
之
、
青
木

秀
澄

箍
風
傳
流
槍
術
（
大
阪
）

今
西
春
禎
、
山
田
雅
則
、
飯
堂
雅
彦

箜
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
（
愛
知
）

柳
生
耕
一
厳
信
、
伊
藤
将
彰
、
野
村
明
徳
、

川
崎
元
士
、
鈴
木
泰
充
、
柴
田
幸
芳

箚
心
月
無
想
柳
流
柔
術
（
兵
庫
）

岩
永
源
三
郎
正
義
、
大
窪
敏
明
、
吉
岡
勝
子
、

桑
波
田
秀
祐
、
八
島
和
雄
、
井
上
優
一
郎
、

山
本
美
奈
緒
、
石
坂
英
記
、
堤
毅
、
奥
村
宗

一
郎
、
福
井
治
智

箋
貫
心
流
剣
術
（
兵
庫
）

冨
士
原
正
雄
、
沖
本
通
浩
、
娥
野
省
三
、
竹

内
大
輔
、
片
岡
一
平
、
河
野
光
彦
、
福
浦
清
文
、

古
西
正
尚
、
松
本
歩
、
鈴
木
昌
世

箒
本
體
楊
心
流
柔
術
（
兵
庫
）

井
上
恭
一
宗
教
、
八
木
幸
也
、
入
江
哲
史
、

大
賀
唯
至
、
井
上
大
豪

箏
伯
耆
流
居
合
術
（
兵
庫
）

大
窪
敏
明
、
川
上
作
男
、
吉
岡
勝
子
、
石
坂

英
記
、
桑
波
田
秀
祐
、
藤
田
春
行
、
八
島
和
雄
、

堤
毅
、
井
上
優
一
郎
、
奥
村
宗
一
郎
、
太
田

光
俊
、
河
野
清
弘

筝
陽
流
砲
術
（
福
岡
）

尾
上
城
由
江
、
小
金
丸
英
俊
、
尾
上
由
子

❶
小
笠
原
流
弓
馬
術
（
神
奈
川
）

小
笠
原
清
忠
、
小
笠
原
清
基
、
砂
口
勝
紀
、

須
名
和
夫
、
関
口
公
男
、
平
山
元
、
平
山
和
子
、

柏
木
恵
子
、
松
井
成
之
、
奥
野
俊
則
、
佐
藤

み
よ
子

❷
兵
法
二
天
一
流
剣
術
（
福
岡
）

岩
見
利
男
、
修
理
武
尚
、
加
治
屋
孝
則

❸
肥
後
古
流
長
刀
（
熊
本
）

平
田
眞
由
美
、
紫
垣
美
恵

❹
琉
球
古
武
術
（
東
京
）

吉
田
實
、
辻
本
國
生
、
矢
野
八
郎
、
塩
田
久
男
、

金
谷
順
司
、
山
口
量
也
、
深
見
将
文

❺
初
實
剣
理
方
一
流
甲
冑
抜
刀
術
（
岡
山
）

神
崎
勝
、
多
賀
俊
郎
、
松
尾
斉
、
坂
本
圭

❻
竹
生
島
流
棒
術
（
長
崎
）

松
浦
利
英
、
橋
口
秀
雄
、
村
上
和
紀
、
栗
山
晃
、

迎
俊
明

❼
澁
川
一
流
柔
術
（
広
島
）

森
本
弋
生
、
竹
本
康
祐
、
竹
本
治
恵
、
片
岡

潤
一
、
竹
林
哲
也

❽
根
岸
流
手
裏
剣
術
︵
東
京
︶

苫
米
地
芳
見
、
佐
方
弘
、
外
川
誠
一
、
村
上

龍
一
、
池
永
泰
雄

❾
立
身
流
兵
法
（
千
葉
）

加
藤
紘
、
加
藤
敦

筐
竹
内
流
柔
術
腰
廻
小
具
足
（
岡
山
）

竹
内
藤
十
郎
、
竹
内
秀
将
、
竹
内
勢
至
、
濱

﨑
一
成

筺
佐
分
利
流
槍
術
（
広
島
）

川
瀬
一
道
、
前
原
一
教
、
谷
本
哲
之
助
、
北

村
賢
一

笄
田
宮
流
居
合
術
（
神
奈
川
）

妻
木
達
夫
、
小
野
信
義
、
石
川
定
、
清
水
新
也
、

一
色
新
一

筍
鞍
馬
流
剣
術
（
東
京
）

柴
田
章
雄
、
東
山
誠
、
松
尾
和
夫
、
水
野
正

太
郎

笋
関
口
新
心
流
柔
術
（
和
歌
山
）

関
口
芳
夫
、
無
津
呂
弘
之
、
海
老
塚
明
、
山

中
聡
、
岡
泰
造
、
中
島
優
紀
、
大
木
貴
裕
、

前
田
弘
恵
、
辻
村
洋
介
、
植
田
達
也
、
神
田

宗
章
、
北
口
隆
、
濱
田
亜
紀

筌
楊
心
流
薙
刀
術
（
広
島
）

小
山
宜
子
、
重
本
博
、
内
藤
真
由
美
、
内
藤
寛
、

毛
利
尚
子
、
吉
川
遥
、
竹
内
梨
奈
、
藤
田
汐
里
、

宍
戸
李
帆

筅
大
東
流
合
気
柔
術
（
東
京
）

近
藤
勝
之
、
近
藤
昌
之
、
天
野
鎮
夫
、
佐
藤

司
、
石
井
勇
一
、
ト
ル
ー
デ
ル
・
マ
ー
ク

筵
北
辰
一
刀
流
剣
術
（
茨
城
）

小
澤
智
、
小
薗
壽
嗣

筥
関
口
流
抜
刀
術
（
熊
本
）

米
原
亀
生
、
松
岡
秀
樹
、
森
孝
浩
、
中
山
洋
一
、

林
憲
一
、
大
西
秀
雄
、
上
原
征
二
、
青
木
正
孝
、

中
島
健
志
、
本
庄
弘
幸
、
平
川
拓
洋

筴
諸
賞
流
和
（
岩
手
）

高
橋
厚
吉
、
佐
藤
智
之
、
山
本
忠
博
、
佐
藤

久
和

筧
無
比
無
敵
流
杖
術
（
茨
城
）

根
本
憲
一
唯
之
、
谷
啓
二
、
大
和
久
正
幸
、

村
木
浩
治
、
沢
幡
伸
男

筰
鹿
島
神
傳
直
心
影
流
剣
術
（
千
葉
）

岩
佐
勝
、
若
林
ダ
ニ
エ
ル
悟

筱
無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
術
（
東
京
）

関
口
髙
明
、
藤
井
勝
子
、
野
口
冨
久
子
、
小

引
律
子
、
小
島
恵
子
、
尾
形
明
夫
、
関
口
髙
一
、

関
口
心
明
、
関
口
彩
華
、
関
口
剣
星
、
金
景

煥
、
中
田
博
久
、
牧
田
み
の
り
、
大
雨
波
之
進
、

カ
ル
ロ
ス
・
レ
ェ
フ
ァ
ー
ド
、
リ
ー
・
エ
ベ
レ
ッ
ト
、

園
子
ビ
ア
ー
ズ
、
ガ
ン
ベ
ー
ル
・
ア
ナ
エ
ル

筬
直
心
影
流
薙
刀
術
（
奈
良
）

園
部
正
美
、
荻
原
睛
子

筮
琉
球
王
家
秘
伝
本
部
御
殿
手
（
大
阪
）

本
部
朝
正
、
中
宮
誠
、
本
部
朝
行
、
鈴
木
佳
衛
、

本
部
直
樹
、
片
山
修
、
加
藤
慎
一
、
兵
藤
正
志
、

池
田
光
生
、
池
田
哲
生
、
市
川
英
美
、
増
田

千
尋

箝
起
倒
流
柔
術
（
京
都
）

出
場
流
派
・
演
武
者
︵
演
武
順
︶

　

全
日
程
終
了
後
、
大
会
開
催
に
ご

尽
力
さ
れ
た
兵
庫
県
立
武
道
館
の
常つ
ね

深み

進
次
郎
館
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
無
事
に
終
わ
り
、
万
歳
の
一
言
で

す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
蔭
で
非
常

に
良
い
古
武
道
演
武
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
兵
庫
県
で
の

古
武
道
が
栄
え
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

◀
前
日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
大
会
へ
の
想
い

を
語
る
常
深
館
長
︵
手
前
︶
と
県
立
武
道
館

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

好評発売中

（ 

四
六
判
・
上
製
・
２
９
６
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

直
接
取
材
に
よ
る
２
０
０
０
枚
の
写
真
と
豊
富
な
資
料
で
古
流
の
全
貌
を
紹
介
！

横
瀬

　知
行

古
流
武
術
研
究
家

著

日本の古武道には長い歴史と伝統があり、流祖に始ま
る一子相伝の脈々たる生命の大河を貫く知恵と経験が
一つの見事な体系となって現代に伝えられている。

（ Ｂ５判・上製・箱入・462 頁 ）
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ニュース

　

第
12
回
全
日
本
短
剣
道
大
会
は
２
月
16

日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
大
会
に

は
全
国
各
地
か
ら
150
チ
ー
ム
、
478
名
が
出

場
し
、
団
体
戦
３
種
目
、
個
人
戦
５
種
目

で
覇
が
争
わ
れ
た
。

　

団
体
戦
成
年
の
部
は
50
普
連
Ａ
（
高

知
）
が
決
勝
で
50
普
連
Ｂ
を
破
っ
て
、
３

連
覇
を
達
成
し
た
。
50
普
連
と
し
て
は
６

連
覇
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　

個
人
戦
成
年
Ａ
の
部
で
は
滝
沢
元
気

（
新
潟
県
選
抜
）
が
８
年
ぶ
り
２
度
目
の

栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

試
合
は
３
分
で
行
わ
れ
、
時
間
内
に
勝

敗
が
つ
か
な
い
と
き
は
判
定
で
決
し
た
。

■
団
体
戦

　

３
人
制
で
行
わ
れ
た
。

▽
成
年
の
部
（
106
チ
ー
ム
）

　

決
勝
に
は
50
普
連
Ａ
、
Ｂ
（
高
知
）
が

残
っ
た
。
前
回
優
勝
の
50
普
連
Ａ
は
相
手

を
寄
せ
付
け
ず
、
先
鋒
、
中
堅
が
立
て
続

け
に
二
本
勝
ち
。
早
く
も
優
勝
を
決
め
る

と
、
大
将
の
中
原
泉
も
１
分
か
か
ら
ず
に

二
本
勝
ち
し
、圧
勝
で
３
連
覇
を
決
め
た
。

▽
女
子
の
部
（
15
チ
ー
ム
）

　

決
勝
で
郡
山
（
福
島
）
と
由
利
高
剣
友

会
（
秋
田
）
が
対
戦
し
、
２
―
１
で
郡
山

が
２
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。

▽
高
校
生
の
部
（
25
チ
ー
ム
）

　

決
勝
は
由
利
Ａ
（
秋
田
）
と
三
条
商
業

（
新
潟
）
が
顔
を
合
わ
せ
、
三
条
商
業
が

先
制
す
る
も
、
由
利
Ａ
が
中
堅
、
大
将
を

連
取
し
、
２
―
１
で
３
年
ぶ
り
２
度
目
の

優
勝
を
決
め
た
。

■
個
人
戦

▽
成
年
Ａ
（
213
名
・
35
歳
以
下
）

　

決
勝
は
滝
沢
元
気
（
新
潟
県
選
抜
）
と

竹
内
大
介
（
１
普
連
）
で
争
わ
れ
た
。
滝

沢
が
胴
を
先
制
す
る
と
、
竹
内
も
面
を
奪

い
返
す
。
最
後
は
滝
沢
の
胴
が
決
ま
っ
て

８
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
滝
沢
元
気
選
手（
新
潟
県
選
抜
）

「
久
々
に
賞
状
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

第
12
回
全
日
本
短
剣
道
大
会

50
普
連
Ａ
が
３
連
覇
！

個
人
戦
成
年
Ａ
は
滝
沢
元
気
が
８
年
ぶ
り
の
栄
冠

団体戦成年決勝中堅戦＝ 50普連Ａ・小川（右）が胴を決める
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【
大
会
成
績
】

■
団
体
戦

▽
成
年
＝
①
50
普
連
Ａ
（
高
知
）
②
50

普
連
Ｂ
（
高
知
）
③
50
普
連
Ｅ
（
高

知
）、
１
戦
群
（
北
海
道
）

▽
女
子
＝
①
郡
山
（
福
島
）
②
由
利
高

剣
友
会
（
秋
田
）
③
由
利
高
Ａ
（
秋

田
）、
守
道
館
（
茨
城
）

▽
高
校
生
＝
①
由
利
Ａ
（
秋
田
）
②
三

条
商
業（
新
潟
）③
由
利
Ｂ（
秋
田
）、

鹿
本
商
工
（
熊
本
）

■
個
人
戦

▽
成
年
Ａ
＝
①
滝
沢
元
気
（
新
潟
）
②

竹
内
大
介
（
１
普
連
）
③
芹
澤
光
（
静

岡
）、
櫻
木
雄
一
郎
（
50
普
連
）

▽
成
年
Ｂ
＝
①
中
原
泉
（
50
普
連
）
②

佐
々
木
重
雄
（
１
普
連
）
③
市
原
茂

（
50
普
連
）、
小
池
秋
弘
（
32
普
連
）

▽
成
年
Ｃ
＝
①
相
野
照
明
（
青
森
）
②

佐
々
木
利
朗
（
岩
手
）
③
久
恒
弘
宣

（
愛
知
）、
下
机
信
光
（
久
里
浜
）

▽
女
子
＝
①
小
松
美
緒
（
山
口
）
②
山

口
あ
や
子
（
郡
山
）
③
青
木
ひ
と
み

（
守
道
館
）、
中
野
渡
弥
生
（
本
間
道

場
）

▽
高
校
生
＝
①
加
藤
裕
貴
（
由
利
）
②

小
松
皐
史
（
由
利
）
③
佐
藤
桂
（
由

利
）、
高
野
倫
太
郎
（
由
利
）

ま
し
た
。
試
合
が
続
き
ま
し
た
が
、
お
か

げ
で
リ
ズ
ム
に
乗
れ
ま
し
た
」

　

滝
沢
は
三
条
商
業
高
教
諭
で
、
生
徒
を

連
れ
て
出
場
し
た
。

「
生
徒
が
観
て
い
た
の
で
、
負
け
る
わ
け

に
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
を

今
後
に
活
か
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

▽
成
年
Ｂ（
74
名
・
36
歳
以
上
50
歳
以
下
）

　

成
年
Ａ
で
一
昨
年
か
ら
連
覇
の
中
原
泉

（
50
普
連
）
が
今
年
か
ら
Ｂ
に
出
場
。
危

な
げ
な
い
試
合
運
び
で
優
勝
し
た
。

◉
優
勝
＝
中
原
泉
選
手
（
50
普
連
）

「
成
年
Ａ
か
ら
Ｂ
に
な
っ
た
年
に
負
け
る

わ
け
に
は
い
か
ず
、
一
試
合
一
試
合
集
中

し
て
臨
み
ま
し
た
。
団
体
で
も
優
勝
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
」

▽
成
年
Ｃ
（
29
名
・
51
歳
以
上
）

　

決
勝
は
昨
年
と
同
じ
顔
合
わ
せ
。
相
野

照
明
（
青
森
）
が
佐
々
木
利
朗
（
岩
手
）

を
破
っ
て
３
連
覇
を
達
成
し
た
。

▽
女
子
（
54
名
）

　

女
子
も
決
勝
は
昨
年
と
同
じ
カ
ー
ド
と

な
っ
た
が
、
小
松
美
緒
（
山
口
）
が
山
口

あ
や
子
（
郡
山
）
に
雪
辱
を
果
た
し
た
。

▽
高
校
生
（
70
名
）

　

由
利
勢
が
ベ
ス
ト
４
を
独
占
。
加
藤
裕

貴
が
小
松
皐
史
を
破
っ
て
優
勝
し
た
。

▼

個
人
戦
成
年
Ａ
決
勝
＝
滝
沢
（
左
）
対
竹
内

団体戦女子決勝先鋒戦＝郡山・山口（左）対由利高剣友会・鎌田

団体戦高校決勝大将戦＝由利A・加藤（右）対三条商業・高井

個人戦優勝者＝前列左から滝沢、中原、相野、小松、加藤
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〈広告〉

日本武道館の単行本

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

田
代
し
ん
た
ろ
う

　著

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁 

）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好
評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め
﹂

を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相
撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

な
ぎ
な
た
・
銃
剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方
に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
描
い
て
い
ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光（
日
本
武
道
館
）／
高
村
正
彦（
武
道
議
員
連
盟
）
　／

　有
松
育
子（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎（
柔
術
）／
笹
森
建
美（
剣
術
）／
加
藤
伊
三
男（
槍
術
）／

　小
笠
原
清
忠（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（ Ｂ５判・上製・箱入・526 頁 ）
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ニュース

　

全
日
本
剣
道
連
盟
設
立
60
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
２
月
11
日
に
東
京
・
千
代

田
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
行
わ

れ
、
式
典
に
は
160
名
、
祝
賀
会
に
は
250
名

の
剣
道
関
係
者
が
出
席
し
て
60
周
年
の
節

目
を
祝
っ
た
。

　

式
典
は
午
後
２
時
に
、
福
本
修
二
全
日

本
剣
道
連
盟
専
務
理
事
の
開
会
の
辞
で
始

ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
剣
道
の
普
及
発
展
に
尽
力
し

た
先
人
や
幾
多
の
災
害
で
亡
く
な
っ
た

人
々
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

次
に
武
安
義
光
全
日
本
剣
道
連
盟
会
長

が
式
辞
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
の
全
日
本
剣

道
連
盟
の
歩
み
を
振
り
返
り
、「
私
た
ち

は
一
般
の
ス
ポ
ー
ツ
と
は
一
線
を
画
し
、

剣
道
を
通
じ
て
の
日
本
人
の
人
づ
く
り
を

最
終
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
試
合
で
も
努

力
す
る
と
い
う
運
営
方
針
で
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
ま
ず
伊
吹
文
明
衆
議

院
議
長
・
京
都
府
剣
道
連
盟
会
長
が
、「
武

道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
が
進
む
中
で
、
本
当
に

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
日
本
人
の
心こ
こ

根ろ
ね

と

い
う
も
の
が
残
っ
て
い
る
の
は
剣
道
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
60
年
を
契
機
に
こ
の
心

根
を
、
次
の
世
代
を
担
う
日
本
人
に
伝
え

て
い
た
だ
く
よ
う
ご
努
力
を
願
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
の

祝
辞
を
山
脇
良
雄
文
部
科
学
省
大
臣
官
房

審
議
官
が
代
読
し
た
。

　

松
永
光
日
本
武
道
館
会
長
・
日
本
武
道

協
議
会
会
長
は
「
中
学
校
で
の
武
道
が
必

修
と
な
り
、
よ
り
良
い
授
業
が
行
わ
れ
る

た
め
に
は
、
剣
道
の
一
層
の
発
展
と
普
及

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
剣
道
関
係
者

の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
述

べ
た
。

　

そ
の
後
、
祝
電
の
披
露
と
来
賓
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
特
別
表
彰
並
び
に
感
謝
状
の

贈
呈
に
移
っ
た
。

　

特
別
表
彰
で
は
、
剣
道
の
普
及
発
展
に

尽
力
し
た
延
べ
23
名
に
、
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。
感
謝
状
は
、
全
日
本
剣

道
連
盟
の
事
業
へ
の
支
援
・
協
力
を
行
っ

て
き
た
13
団
体
に
贈
ら
れ
た
。

　

こ
の
中
か
ら
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
幼

少
年
剣
道
指
導
要
領
改
訂
作
業
部
会
の
佐

藤
成
明
氏
が
「
今
日
の
私
は
、
他
の
先
生

方
の
導
き
と
全
日
本
剣
道
連
盟
に
育
ま
れ

て
あ
る
の
で
す
。
現
代
に
生
き
る
私
た
ち

は
、
歴
史
と
伝
統
を
謙
虚
に
受
け
と
め
、

正
し
く
受
け
継
ぎ
、
次
の
世
代
に
よ
り
良

全日本剣道連盟設立 60周年記念式典・祝賀会

剣道関係者が集まり盛大に 60 周年の節目を祝う
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全
日
本
剣
道
連
盟
設
立
60
周
年
記
念
顕
彰

◎
特
別
表
彰
者

主
催
大
会
等
に
お
い
て
好
成
績
を
収
め
た
…
髙
鍋
進
・
村
山
千
夏
、
長
期
構
想
企
画
会
議
で

「
剣
道
指
導
の
心
構
え
」
の
制
定
に
尽
力
…
加
藤
浩
二
・
大
保
木
輝
雄
・
作
道
正
夫
・
髙
橋
亨
、

幼
少
年
剣
道
指
導
要
領
改
訂
作
業
部
会
で
「
剣
道
指
導
要
領
」
の
発
行
に
尽
力
…
佐
藤
成
明
・

田
口
榮
治
・
百
鬼
史
訓
・
氏
家
道
男
・
大
保
木
輝
雄
・
大
矢
稔
・
吉
村
哲
夫
、
剣
道
授
業
事

例
集
作
成
部
会
で
「
剣
道
授
業
の
展
開
」
発
行
に
尽
力
…
佐
藤
義
則
・
軽
米
満
世
・
有
田
祐

二
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
剣
道
催
事
実
行
委
員
会
で
愛
知
万
博
で
の
一
般
人
へ
の
剣
道
の
Ｐ
Ｒ
に
尽
力

…
鴨
志
田
恵
一
・
勝
股
寿
彦
・
北
村
豊
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
全
剣
連
広
報
に
尽

力
…
阿
部
晶
人
・
小
川
晃
通
・
武
藤
健
一
郎
、「
全
剣
連
記
章
」「
剣
道
人
記
章
」
等
、
商
標

の
登
録
に
尽
力
…
片
岡
義
夫

◎
感
謝
状
贈
呈

助
成
等
に
よ
る
事
業
支
援
…
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
・
一
般
財
団
法
人
滝
井
記
念
財
団
、
施
設
・

役
務
の
提
供
等
に
よ
る
事
業
協
力
…
宗
教
法
人
解
脱
会
・
大
宮
通
運
株
式
会
社
・
全
日
本
武

道
具
協
同
組
合
、
永
年
に
わ
た
る
事
業
主
管
…
一
般
財
団
法
人
東
京
都
剣
道
連
盟
・
一
般
社

団
法
人
静
岡
県
剣
道
連
盟
・
一
般
財
団
法
人
愛
知
県
剣
道
連
盟
・
一
般
財
団
法
人
京
都
府
剣

道
連
盟
・
一
般
財
団
法
人
奈
良
県
剣
道
連
盟
・
公
益
社
団
法
人
大
阪
府
剣
道
連
盟
・
一
般
財

団
法
人
兵
庫
県
剣
道
連
盟
・
社
団
法
人
福
岡
県
剣
道
連
盟

特別表彰を受ける佐藤成明氏

松永　光
日本武道館会長・日本武道協議会会長

山脇良雄
文部科学省大臣官房審議官

伊吹文明
衆議院議長・京都府剣道連盟会長

武安義光
全日本剣道連盟会長

祝賀会

い
も
の
を
受
け
渡
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
精
進

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

た
。

　

式
典
は
終
了
と
な
り
、
引
き
続
き
同
会

場
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
連
盟

の
設
立
60
周
年
を
祝
い
、
剣
道
の
さ
ら
な

る
発
展
を
願
い
つ
つ
懇
親
を
深
め
た
。

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

著者の80年の生涯にわたる
剣道修錬を集大成した

本格的剣道修行論

日本武道館の単行本

好評発売中！

全
日
本
剣
道
連
盟
相
談
役
・
剣
道
範
士
九
段

堀
籠

　
敬
藏  

著
第一章　剣道

第二章　剣道の歴史

第三章　修錬・先人に学ぶ

第四章　剣道の極意

第五章　武道における「礼」

第六章　剣理

第七章　指導者としての心構え

〒102－8321　東京都千代田区北の丸公園２－３
ホームページ　http://www.nipponbudokan.or.jp/編集・発行・日本武道館

目

次

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
４
４
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298 頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268 頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
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全
国
都
道
府
県
立
武
道
館
協
議
会
事
務

担
当
者
会
議
は
、
１
月
15
日
、
16
日
の
２

日
間
、
日
本
武
道
館
本
館
地
下
１
階
会
議

室
に
て
開
か
れ
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
加
盟
武
道
館
相
互
の
情

報
交
換
を
図
り
、
そ
の
内
容
を
各
館
の
今

後
の
事
業
、
取
組
に
活
か
す
目
的
で
３
年

に
１
度
行
わ
れ
る
。
今
回
は
、
全
武
協
に

加
盟
す
る
40
館
、
43
名
の
事
務
担
当
者
が

集
ま
り
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

全国都道府県立武道館協議会事務担当者会議

加盟 40 館、43 名が参加、
活発に意見を交わす

　

初
日
は
午
後
１
時
30
分
に
始
ま
り
、
ま

ず
主
催
者
を
代
表
し
て
三
藤
芳
生
日
本
武

道
館
理
事
・
事
務
局
長
が
挨
拶
。
出
席
者

全
員
の
自
己
紹
介
と
続
い
た
。

　

次
に
、
三
藤
理
事
・
事
務
局
長
が
「
全

国
都
道
府
県
立
武
道
館
協
議
会
の
歴
史
・

組
織
・
事
業
・
課
題
と
本
担
当
者
会
議
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
45
分
の
基
調
講
演

を
行
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
日
本
武
道
館
設
立
の
経

緯
か
ら
、
全
国
公
立
武
道
館
協
議
会
の
設

立
と
全
武
協
へ
の
改
組
、
事
業
予
算
、
武

道
振
興
大
会
で
の
全
武
協
へ
の
支
援
要

求
、
中
学
校
武
道
必
修
化
実
現
ま
で
の
流

れ
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
全
体
会
議
（
別
掲
）、
施
設

見
学
、
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
１
日
目
は
終

了
し
た
。

□
全
体
会
議
（
テ
ー
マ
「
全
武
協
の
組
織
・

事
業
・
予
算
に
つ
い
て
」）

　

配
布
資
料
に
基
づ
き
、
永
嶋
信
哉
日
本

武
道
館
振
興
部
普
及
課
長
が
、
以
下
の
４

項
目
を
説
明
し
た
。

①
日
本
武
道
館
と
の
共
催
事
業
に
つ
い
て

②
中
学
校
武
道
必
修
化
に
つ
い
て

③
公
立
武
道
館
協
議
会
に
つ
い
て

④
都
道
府
県
武
道
協
議
会
に
つ
い
て

　

①
で
は
、
地
域
社
会
武
道
指
導
者
研
修

会
、
地
方
青
少
年
武
道
錬
成
大
会
の
事
業

略
歴
、
趣
旨
、
運
営
・
事
務
作
業
の
流
れ

等
の
説
明
の
後
、
あ
ら
か
じ
め
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
「
共
催
事
業

の
実
施
種
目
が
職
員
の
専
門
種
目
に
偏

る
」「
実
施
を
希
望
す
る
団
体
（
種
目
）

が
固
定
す
る
」
と
い
っ
た
質
問
に
対
し
、

岩
手
県
や
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
の
担
当
者

が
、
次
の
と
お
り
発
表
を
行
っ
た
。

　

開
催
種
目
の
調
整
や
武
道
団
体
と
の
連

絡
・
調
整
に
つ
い
て
は
、「
武
道
団
体
や

教
育
委
員
会
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
、
趣

旨
を
よ
く
説
明
し
、
共
催
と
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
施
設
使
用
料
減
免
措
置
な
ど
も

三藤理事・事務局長による基調講演の様子

日本武道館の大道場を見学する参加者たち
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得
ら
れ
る
」「
隔
年
で
実
施
す
る
な
ど
工

夫
す
れ
ば
偏
ら
な
い
」「（
実
施
し
た
こ
と

が
な
い
地
域
や
種
目
は
）
一
度
実
施
す
れ

ば
、
ま
た
や
り
た
い
と
希
望
す
る
よ
う
に

な
る
」「
意
欲
の
薄
い
地
域
も
、
近
隣
で

実
施
し
て
い
る
う
ち
に
影
響
さ
れ
て
開
催

希
望
が
上
が
る
こ
と
が
あ
る
」

　

ほ
か
に
も
、
参
加
者
か
ら
「
開
催
可
能

人
数
は
最
低
何
人
ま
で
で
あ
る
か
」「
加

盟
館
と
武
道
団
体
で
ど
の
よ
う
に
役
割
分

担
を
す
れ
ば
よ
い
か
」「
加
盟
館
は
ど
の

程
度
役
割
を
担
う
必
要
が
あ
る
か
」
な
ど

の
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
永
嶋

課
長
は
、
参
加
人
数
に
つ
い
て
は
今
後
の

課
題
、
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
地
域
の
武

道
の
活
性
化
が
趣
旨
で
あ
る
の
で
、
武
道

団
体
と
加
盟
館
が
上
手
に
分
担
し
協
力
し

あ
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

説
明
し
た
。

　

ま
た
、
②
で
は
、
歴
史
や
法
整
備
、
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
内
容
、
学
習
指
導
要

領
中
の
武
道
の
取
り
扱
い
や
、
都
道
府
県

教
育
委
員
会
に
対
す
る
中
学
校
武
道
必
修

化
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
（
平
成
23
年
11
月
11

日
実
施
）
の
解
説
、
③
で
は
、
公
立
武
道

館
協
議
会
の
設
置
県
や
助
成
金
の
支
出
、

実
施
事
業
（
鳥
取
県
・
出
張
出
前
教
室
、

宮
城
県
・
一
〇
〇
〇
〇
人
寒
げ
い
古
）
の

紹
介
が
あ
り
、
宮
城
県
と
鳥
取
県
担
当
者

が
事
業
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

④
で
は
、
日
本
武
道
協
議
会
が
進
め
て

い
る
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の
趣
旨
や
規

約
、
運
営
助
成
金
の
交
付
額
、
助
成
金
支

出
の
条
件
（
原
則
と
し
て
日
武
協
加
盟
９

種
目
＋
全
武
協
加
盟
館
の
10
団
体
で
構

成
）、
こ
れ
ま
で
交
付
し
た
設
置
県
（
福

島
県
、
山
口
県
、
大
分
県
、
神
奈
川
県
）

に
つ
い
て
、
吉
野
喜
信
日
本
武
道
館
振
興

副
部
長
が
説
明
を
行
い
、
滋
賀
県
、
東
京

都
が
武
道
協
議
会
の
結
成
に
向
け
て
活
動

中
で
あ
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

□
分
科
会

　

２
日
目
は
、
午
前
９
時
か
ら
分
科
会
が

開
か
れ
た
。
加
盟
館
を
施
設
形
態
に
よ
っ

て
、
Ａ
（
大
規
模
な
総
合
運
動
公
園
等
の

中
の
武
道
館
）、
Ｂ
―
１
、
Ｂ
―
２
（
施

設
内
に
各
種
の
武
道
施
設
が
設
け
ら
れ
て

い
る
総
合
武
道
施
設
）、
Ｃ
（
柔
・
剣
・

弓
道
場
な
ど
を
主
と
し
て
単
独
で
運
営
し

て
い
る
、
よ
り
小
規
模
の
武
道
館
）
の
４

班
に
参
加
者
を
振
り
分
け
て
、検
討
協
議
・

意
見
発
表
な
ど
を
行
っ
た
。

　

分
科
会
終
了
後
、
全
員
会
議
室
に
戻
っ

て
、
11
時
10
分
よ
り
各
分
科
会
の
代
表
者

が
各
分
科
会
の
報
告
を
行
っ
た
。

分科会の班分けと協議内容
班 都道府県 協議内容

Ａ 北海道、千葉県、山梨県、岐阜
県、奈良県、山口県、福岡県、
鹿児島県

武道以外の利用に対する貸し出し基準／施設の修
繕費用の捻出方法／平日昼間の稼働率向上／イベ
ント開催時の駐車場確保

Ｂ－１ 青森県、岩手県、宮城県、秋田
県、茨城県、埼玉県、東京都、
石川県、福井県、静岡県、愛知
県

指定管理者制度導入で変わった点／施設稼働率の
向上について／収入を上げるための工夫／武道団
体の用具・備品の預かり方／冬期の施設（屋外相
撲場）などの活用について

Ｂ－２ 青森県、石川県、滋賀県、兵庫
県、和歌山県、鳥取県、徳島県、
愛媛県、大分県、宮崎県、沖縄
県

指定管理者制度導入で良くなった点、悪くなった
点／平日昼間の利用促進について／供用時間（開
館時間）外の施設利用許可について／休館日での
利用許可や職員の勤務体制／冷暖房の温度設定や
利用料金設定について

Ｃ 山形県、福島県、栃木県、神奈
川県、川崎市（神奈川県）、三
重県、大阪府、和歌山県、島根
県、岡山県、香川県、高知県、
熊本県

施設の老朽化／平日朝昼の稼働率の低さ／武道教
室、体験教室の不振／武道以外の利用が条例や暗
黙のルールで制限がある／武道の利用率を上げる
工夫／告知・広報の方法／稼働率を上げるための
協力体制づくり
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▽
Ａ
グ
ル
ー
プ
・
報
告
者
＝
水
口
俊
介
氏

（
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
）

「
総
合
施
設
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
関
係
な
い

他
の
施
設
利
用
者
か
ら
苦
情
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
る
。
奈
良
県
で
は
、
利
用
者
か
ら
の

苦
情
を
書
き
た
め
て
対
策
を
立
て
、
担
当

者
が
変
わ
っ
て
も
対
応
が
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
参

考
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
も
職
員
研
修
を
行

い
、
意
識
改
革
に
努
め
る
な
ど
、
複
合
施

設
と
し
て
多
様
な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
参
考

に
な
っ
た
」

▽
Ｂ
―
１
グ
ル
ー
プ
・
報
告
者
＝
熊
谷
文

彦
氏
（
岩
手
県
営
武
道
館
）

「
指
定
管
理
制
度
導
入
後
に
変
わ
っ
た
点

や
、
稼
働
率
、
収
益
向
上
の
工
夫
な
ど
を

話
し
合
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
武
道
団
体
の

用
具
を
預
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
が
違
う
中
、
東
京
都

は
倉
庫
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
有
料
で
貸
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
参
考
に
な
っ
た
」

▽
Ｂ
―
２
グ
ル
ー
プ
・
報
告
者
＝
佐
保
宏

二
氏
（
大
分
県
立
総
合
体
育
館
）

「
前
半
は
指
定
管
理
者
制
度
移
行
後
に
良

く
な
っ
た
点
、
悪
く
な
っ
た
点
。
後
半
は

出
席
者
か
ら
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
話
し
合

っ
た
。
ど
の
館
も
管
理
料
が
削
減
さ
れ
る

中
で
、
光
熱
費
節
減
や
休
館
日
の
シ
フ
ト

勤
務
な
ど
で
や
り
繰
り
し
つ
つ
、
利
用
者

の
要
望
に
き
め
細
か
く
対
応
し
よ
う
と
い

う
姿
勢
が
見
ら
れ
、
大
変
活
発
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
」

▽
Ｃ
グ
ル
ー
プ
・
報
告
者
＝
工
藤
正
広
氏

（
山
形
県
武
道
館
）

「
全
体
的
に
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
、

平
日
朝
昼
の
稼
働
率
が
低
い
、
武
道
教
室

や
体
験
教
室
が
不
振
、
条
例
や
暗
黙
の
ル

ー
ル
で
武
道
以
外
に
使
え
な
い
、
と
い
っ

た
報
告
が
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
、
チ
ラ
シ
の
作
成
、
防
具
を
常
備
・
貸

し
出
し
す
る
な
ど
、
施
設
と
武
道
団
体
が

協
力
し
あ
い
、
敷
居
を
下
げ
る
取
組
が
必

要
と
考
え
る
」

□
ま
と
め

　

午
前
11
時
35
分
か
ら
、
ま
と
め
と
し
て

出
席
者
全
員
が
意
見
・
感
想
を
述
べ
た
。

出
席
者
か
ら
は
「
全
国
に
同
じ
悩
み
を
抱

え
、
苦
労
し
て
い
る
担
当
者
が
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」「
自
分
の
や
り
方
が
一
番

良
い
と
思
っ
て
い
た
が
新
し
い
考
え
方
を

学
ん
だ
。
引
き
出
し
が
増
え
た
よ
う
な
感

じ
」「
良
い
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
っ
た
の
で

活
用
し
た
い
」「
出
来
た
ら
２
年
に
１
度

開
催
し
て
も
ら
い
た
い
」「
分
科
会
が
も

う
１
回
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
と
思
う
」
な

ど
の
意
見
・
感
想
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
三
藤
理
事
・
事
務
局
長
が
「
こ

の
会
議
は
、
お
互
い
の
違
い
は
違
い
と
し

て
腹
を
割
っ
て
課
題
や
解
決
策
を
話
し
合

い
、
良
い
も
の
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う

会
議
で
、
何
か
一
つ
結
論
を
出
そ
う
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

分科会Ａ

分科会Ｃ 分科会B―１

分科会B―２
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今
後
も
若
い
人
た
ち
を
武
道
あ
る
い
は

ス
ポ
ー
ツ
で
立
派
に
育
て
、
日
本
を
活
力

あ
る
国
に
し
て
、
明
る
い
未
来
を
築
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、

各
武
道
館
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
、『
長

期
、
安
定
、
継
続
』
が
大
変
重
要
で
す
。

　

全
武
協
は
、『
武
道
館
』
と
い
う
絆
き
ず
な

で

結
ば
れ
た
組
織
で
す
。こ
の
絆
を
活
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
子
供
た
ち
が
元
気
に

育
ち
、
地
域
に
活
力
が
戻
る
よ
う
、
互
い

に
知
恵
を
出
し
な
が
ら
協
力
し
、
様
々
な

事
業
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
て
２
日
間
の
会
議
を
締
め
く
く

り
、午
後
12
時
37
分
に
会
議
は
終
了
し
た
。

（
日
本
武
道
館
振
興
部
普
及
課
）

全国都道府県立武道館協議会事務担当者会議参加者
　 都道府県名 加盟館名 参加者
1 北海道 北海道立総合体育センター 牧野義則
2 青森県 青森県武道館 太田道明
3 青森県 青森県武道館 高橋克徳
4 岩手県 岩手県営武道館 熊谷文彦
5 宮城県 宮城県第二総合運動場 小野寺英樹
6 秋田県 秋田県立武道館 京極徳幸
7 山形県 山形県武道館 工藤正広
8 福島県 福島県営あづま総合体育館 尾形省二
9 茨城県 茨城県武道館 倉持　浩
10 栃木県 栃木体育館 鈴木　瞳
11 埼玉県 埼玉県立武道館 金子清二
12 千葉県 千葉県総合スポーツセンター 和田　操
13 東京都 東京武道館 木村岳史
14 神奈川県 神奈川県立武道館 工藤広明
15 神奈川県 川崎市石川記念武道館 横田眞一
16 山梨県 山梨県小瀬スポーツ公園武道館 石倉章雄
17 石川県 石川県立武道館 森美智子
18 石川県 石川県立武道館 水野順子
19 福井県 福井県立武道館 脇谷観良
20 静岡県 静岡県武道館 杉山まゆ美
21 岐阜県 岐阜メモリアルセンター 水口俊介
22 愛知県 愛知県武道館 藤田正志
23 三重県 三重武道館 森本　悟
24 滋賀県 滋賀県立体育館・武道館管理センター 八木克潔
25 大阪府 大阪市立修道館 大谷逸朗
26 兵庫県 兵庫県立武道館 植木　聡
27 奈良県 奈良県立橿原公苑 吉岡典子
28 和歌山県 和歌山県立武道館 平井昌行
29 和歌山県 和歌山県立武道館 前　成子
30 鳥取県 鳥取県立武道館 本田洋平
31 島根県 島根県立武道館 安喰　愛
32 岡山県 岡山武道館 津田博恭
33 山口県 維新百年記念公園スポーツ文化センター 金本力男
34 徳島県 徳島県立中央武道館 臼木　崇
35 香川県 香川県立武道館 玉山博久
36 愛媛県 愛媛県武道館 伊藤伸治
37 高知県 高知県立武道館 岡本友章
38 福岡県 福岡県立スポーツ科学情報センター 古沢昭一
39 熊本県 熊本武道館 冨高哲也
40 大分県 大分県立総合体育館 佐保宏二
41 宮崎県 宮崎県教育庁スポーツ指導センター 上杉聡視
42 鹿児島県 鹿児島県総合体育センター 西　淳一
43 沖縄県 沖縄県立武道館 徳嶺亜矢乃
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220 頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）


